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まず最初に、PoINT Storage Manager で Archive Device として使用出来るように設定します。PoINT Storage 

Manager(PSM)の管理 GUI の Archive Device の追加から、Object Store を選択し続けて S3 を選択します。 

 

 

Setup に必要な Configuration String として、以下の項目を指定します。事前に、PoINT Storage Manager で使用する

ユーザーと Bucket を作成しておきます。 

Address=   S3 サービスが稼動している Web の FQDN 

AWSAccessKeyId=  作成したユーザーの AccessKeyId 

AWSSecretKey=  作成したユーザーの SecretKey 

Bucket=   作成した bucket 名 



Cloudian の管理画面に、ユーザー名でログインし、アカウントのタブから右側のセキュリティ証明書を選択するとアク

セス証明書が表示され、アクセスキーID とシークレットキーが表示されます。実際に S3 の Web にアクセスする際に

は、<Bucket 名>.<Address 指定した FQDN>で構成されるサーバー名が使用されるため、このサーバー名から IP アド

レスへが解決されるように DNS に登録するか、PSM が稼動しているサーバーの hosts ファイルに登録しておく必要が

あります。これは、Virtual Host Style と呼ばれています。オプション指定としては、ssl を使用しない場合の nossl、

Virtual Host Style を使用しない場合の novhs があります。port 番号はデフォルトで 443 を使用します。 

 

 

 

 

 

 



弊社内で稼動している Cloudian のデモ環境の場合の Configuration String は以下の通りです。 

Address=s3.office.optical-expert.jp;AWSAccessKeyId=2e906f418a2499ba7696; 

AWSSecretKey=vhf2s4sPw6dpoHy4AVVtnckR9HX1we6NZlbFwZJl; Bucket=bucket1; nossl; 

これを Cloudian_oe としてアーカイブデバイスで登録すると PSM の Archihve Device 画面では以下のように表示され

ます。この例では、既に 617_test_d という StorageVault のアーカイブデータが記録済みで、1GB のコンテナファイルが

14 個表示されています。 

 

 



実際の動作として既存のStorageVaultにアーカイブデバイスとして追加し、別のデバイスからアーカイブデータをレプ

リケートします。 

StorgeVault の Archive Device 選択画面で、設定済みの Cloudian_oe を追加します。 

 

 

 

次に、PSM の StorageVault 管理画面の Archive Tier の Actions から、Perform Volume Migration を実行します。 

 

 



次にレプリケートするアーカイブデータ(ボリューム)の指定画面が表示されます。この例では、全てのアーカイブボリ

ュームをレプリケートします。特定のジョブで作成されたボリュームだけとか単独のボリュームを指定出来ます。 

 

 

 

Next ボタンをクリックすると 2 台のアーカイブデバイスのどちらかをレプリケートのターゲットにするかの確認画面が

表示されます。 

 

 

Create Job をクリックするとレプリケートが開始されます。実行中は以下のステータス画面がポップアップとして表示

されます。 

 



 

 

完了後にレプリケートジョブのログを表示した場合が以下のスクリーンショットです。 

 

 

Cloudian_oe に保存されているアーカイブボリュームを表示すると、603_7mode のコンテナファイルが 11 個保存されて

います。603_7mode のファイルサイズは、100MB です。 



 



次に、603_7mode の StorageVault でアーカイブジョブを実行し Cloudian_oe にアーカイブデータを追加します。 

603_7mode は、ONTAP 7-mode に保存されているファイルをアーカイブし、元のファイルをスタブ化(purge policy)空き

容量を増やすポリシーを実行します。 

 

 

 

以下は、ジョブを実行中のスクリーンショットです。 

 

 

 



以下はジョブが完了した際のスクリーンショットです。Performance Tier の Data Capacity の緑色のバーが短くなり空

き容量が増えています。Archive Tire では、Archive volume 数が 11 から 15 になっています。 

 

 

このポリシーの実行前後の ONTAP 7-mode のコンソールでのデータ容量の変化は以下の通りです。used が減り

Available が増えています。 

 

ポリシージョブの実行後に Clouldian-oe に保存されているアーカイブボリュームを見ると増えているのが判ります。 

 

スタブ化されたONTAP 7-mode上のファイルのプロパティを表示すると以下のスクリーンショットのように、

HD上でのサイズが1セクター分になっています。ファイルの保存に使用されていたデータ容量が大幅に削減さ

れています。このスクリーンショットは、Windows8.1のエクスプローラーから参照したプロパティ情報です。 

 



 

 

 

 



PoINT Storage ManagerのData Retrieve機能は、アーカイブされたファイルを元のディレクトリーツリーの

ままで元の場所か任意の場所に復元することが可能です。ディレクトリー単位での復元も可能です。従って、

アーカイブデバイスのデータがあればPerformance Tierのデータを完全に復元出来ます。 

以下がData Retrieveの画面です。 

 

 


